
　共済預金の預入限度額は全員口座と自由口座を併せて2,000万円となっております。
　つきましては、定期的に預金残高を確認していただき、預金残高が2,000万円を
超過している場合は、すみやかに払戻し手続きをお願いいたします。
　なお、共済預金の払戻しについては、本組合のホームページまたは『共済だより』
令和4年４月号の「埼玉りそな銀行からのお知らせ」をご確認いただきますようお願
いいたします。

共済預金の預入限度額について

　保健事業については、組合員の皆さまからのご意見ご要望を取り入れながら、様々な事業を実施しています。
　なお、保健事業では、人間ドック助成やインフルエンザ助成をはじめとする疾病予防対策事業、宿泊助
成やレクリエーション助成など多くの事業を実施していますが、次の事業を新たに実施いたします。

◉子ども向け歯科保健事業の実施について
　専門業者に委託し、組合員の被扶養者（小学生以下）のうち希望者を対象に3カ月間のカレンダーシール
を配布することで、歯みがき習慣などの自発的な予防に対する啓発活動を行います。

（単位：千円）

年度
支援金等 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

（見込み）
令和5年度
（推計）

前期高齢者納付金 4,614,082 3,626,174 6,273,725 6,243,184 6,889,635

後期高齢者支援金 7,722,198 7,787,250 8,087,903 8,071,306 9,088,213

合　　計 12,336,280 11,413,424 14,361,628 14,314,490 15,977,848

本組合の高齢者医療制度への支援金等の推移

介護財源率についても財源率を引き上げさせていただきます。
介護納付金については、厚生労働省が示す数値に基づき算出しており、令和５年度の介護納付金は44億

6,100万円ほどとなり、令和４年度と比較して1億6,200万円増加する見込みです。これを賄うために介護財源
率を0.08/1,000引上げ17.32/1,000（掛金0.04/1,000、負担金0.04/1,000）を見込んだ結果、令和５年度末に
は240万円ほどの介護積立金を保有することとなる見込みです。

保健事業
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